
「プロジェクトＭ：まちの魅力を見つけ出せ！」って？
石狩の自然遺産・文化遺産を、

　　・学ぶ
　　・発見する
　　・大勢に知ってもらい、未来に残していく
　　　方法を、みんなで考える

ための、集まりです。
３月まで毎月１回、全５回を予定しています。

自然遺産・文化遺産ってなに？
石狩市の自然や文化、歴史を知り、未来に残すための有
形・無形のものです。資料や標本など博物館に収蔵するも
のから、建築・遺跡・植生・地形など野外にあるもの、舞踊
や食文化などの民俗・文化まで、さまざまです。

プロジェクトＭのミッション（任務）は？
・石狩の自然遺産・文化遺産マップをつくれ！

・遺産をつなぐ博物館をつくれ！

この２つが最終回までの我々の任務だ！
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レポート03：遺産めぐりコースをつくれ、の続き…
石狩の自然遺産・文化遺産を再発見し、それらを活用する
博物館のあり方を考える「プロジェクトＭ」の第３回。
“推しＭ（博物館）”紹介の後、12/26に実施した「エコミュージアム談話会」、
12/27の「厳冬の厚田・浜益バスツアー」の復習と参加者による感想紹介、
そして前回の続き、遺産めぐりコースのプランの仕上げをやりました。

◎わたしの“推しＭ”紹介！
　～薩摩焼の郷、美山～
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ワークショップ

◎第２回のミッション：
“遺産めぐりコース”マップをつくれ！

　　①前回考えたテーマをチェックし、コースを完成させる

　　②プレゼンテーション！コースをみんなに説明する

★今回の成果は、裏面に！
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◎12月末、番外編を２回やりました！
12/26（木）エコミュージアム談話会
東京工業大学の津々見崇さんに来ていただき、
石狩のエコミュージアムの可能性について、想
いを話し合いました。

12/27（金）厳冬の厚田・浜益バスツアー
各地に散らばる自然遺産・文化遺産を実際に
見に行こう！ということで、厳冬の厚田・浜益バ
スツアーを開催しました。東工大の津々見さん
や藤女子大学の学生さんも加わり、スノーシュ
ーを履いての雪原散策、厚田・浜益の資料館や
厚田油田跡、ハママシケ陣屋跡などを見学しま
した。浜益在住のメンバーが、地元の文化遺産
を熱～く語ってくれました。

前回、途中で時間切れとなってしまったプランニングを再開！

ク
マ
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
！



①朝市コース ②資料館めぐりコース
＋温泉
＋グルメ付き

③１泊コース

・石狩 → 新港

・石狩 → 厚田

・石狩 → 浜益

・石狩 → 本町地区

砂丘の風資料館

金大亭
マウニの丘 etc.

温泉（番屋）

・石狩 → 厚田
厚田資料室

グルメ
・かねともさん
・リセンヌ
・リップル
　　etc. 

・石狩 → 浜益

グルメ　→ 温泉（浜益）
・海幸
・日本海
　　etc.

はまます郷土資料館

・石狩 → 浜益（浜益で１泊）

夕日をみる !!

本町
厚田　経由可

④夕日ツアー

①朝市コース
②資料館めぐり
　　＋温泉
　　＋グルメ付き
③朝市コース
　　＋１ヶ所資料館見学付き
④宿泊（１泊）コース
⑤グルメ店オススメコース

番屋の湯

浜益温泉

朝市見学

漁師さんのお話
☆旬を聴く
　生情報をゲット！
例えば
　舟から直に…

～農業史跡編～
石狩の秘境めぐりコース

石狩の端から端まで縦断
松浦武四郎

移民（出身地別）
コース戦争跡

学校跡（廃校）

産業
・缶詰、漁業
・油田

花川北防風林

生振墓地

花川に残る
農家建築

樽川農住団地

防風保安林
カシワ林

ハママシケ陣屋の
千両堀

厚田古潭の長さんの
有機農業

望来豚
伊達藩開拓碑
（挫折した場所）

高岡五の沢
古農家

香水原料としての
ハマナス原生地

生振揚水ポンプ
生振防風林

浜益最初のリンゴ園
石垣・北海道最古
レベルのリンゴの木

海岸線をめぐる
ロングトレイル

ヒグマと会える !?
コース

石狩の朝市
コンプリートコース
（２泊３日）
山・河・海
おなか一杯コース !!
鮭づくしコース

自然保全 vs 開発
コース

石狩の災害史跡
めぐり

砂地水田発祥の地
（花畔）

花畔銭函運河跡
除虫菊栽培地

石狩川をめぐる
物語コース

花川南防風林
南線神社

女子大に隣接する
川上牧場

遮断緑地

冬にきれい
冬がきびしい

石
狩
の
農
業
遺
産
発
掘
コ
ー
ス

◎花畔・花川コース（自転車？）
石狩市役所

↓
花畔銭函運河（図書館裏）

↓
砂地水田発祥の地（花畔）

↓
除虫菊栽培地（花畔）＋スイカ畑

↓
花川南防風林（農業用）

↓
花川農家建築

↓
南線（なんせん）神社（町村農場跡）

↓
藤女子大学に隣接する川上牧場

◎石狩横断ダイナミックコース
石狩市役所

↓
生振防風林

↓
生振の揚水ポンプ

↓
石狩浜のハマナス（香水）

↓
五の沢の農家（古民家）：明治 44年

↓
望来豚
↓

厚田・古潭の長さんの有機農業
↓

浜益の千両堀
↓

浜益のりんご園（木村果樹園：北海道最古の林檎の木と石垣）
↓
夕日

◎“遺産めぐりコースマップ”を作れ！
　前回、時間切れとなってしまった「“遺産めぐりコース”を考えよ！」の続きです。「マップ」まで
はできませんでしたが、モデルコースを完成し、両チームがお互いにプレゼン合戦しました。

■クマさんチーム フラッと食べ歩きコース

■サケさんチーム 石狩の農業遺産発掘コース

2014/02/28

◎わたしの“推しＭ”
紹介！
～薩摩焼の郷、美山～

　今回の“推しＭ”は、安
田秀司さんによるプレゼ
ン。紹介するのは、薩摩焼
の郷、美山（鹿児島県日
置市）です。

　薩摩焼は、16世紀末に
朝鮮から日本に連れてこ
られた陶工たちが始めま
した。今では国の伝統工
芸品に指定されていま
す。美山の街は長さ１km
くらいの狭い地域です
が、11の窯元があります。
ただし直系の薩摩焼とい
える窯元は３つだけだそ
うです。
　400年前のルーツを感
じさせるのが、街外れに
ある玉山神社。ちょっと
見ただけでは気づきませ
んが朝鮮式の神社で、連
れてこられた陶工たちが
故郷の神様を祀ったと言
われています。
　美山には「博物館」の名
がついたものはありませ
んが、いろいろな窯元・工
房をまわってみると、土の
サンプルが展示してあっ
たり、朝鮮式の窯を見た
りできます。また、陶芸体
験教室をやっていたり、カ
フェでもないのに茶や菓
子を出してくれてオーナ
ーからいろいろな話を聞
かせてもらえたりする所
も。美山の人々は意識し
ていないようですが、これ
はもう立派な「エコミュー
ジアム」と言えます。
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いしかり砂丘の風資料館
(石狩市教育委員会生涯学習部文化財課)

TEL/FAX: 0133-62-3711
http://www.city.ishikari.hokkaido.jp★第４回は2/19（水）18:00開催！


